
中一ヽ
甲予！

夕【

「
ャ

障害のある人もない人もともに

そ―れ、ひっぎれ、ひっばれ―b盛 り上がる綱3き 。応援の声が
体育館いっばいに響きわたります。8月 10日 別海町社会福祉協議会
主催で開催された第5回 「すばれくまつり」の一場面です。このま
つりは 高 校生が中いとなつて 障害のある人もない人もともに(ノ
ーマライセーションの理急)交 流 親 瞳を深めることを目的に聞か
れています。



,全 国的に公平な認定ができるように工夫 しています。
Oコンピュータによる半J定をもとに、全□共通のい身の状態の例に照らして「雷査判定Jを行いますも
0訪間調査の方法のマニュアリレを作り調査員の研修を行います。

③介護認定雷査会での害査判定のマニュアルを作り委員の研修を行います。

④全国の市町村で、ばらつきがでないよう情報を広く共有します。

●認定結実に不服がある

r‐合 道 の 「介悪保障

琶重芸Jに 中し立てが

できます

●要介護甜定は 序 gJ

として6カ月ことに

見直されます

一 要支援

一 要介護 1

-要 介護2

-要 介護3

-要 介護4

-要 介護 5

自 立

(窒諄唇発費をえIス
は
)

ヾ

直妓0し 込みもできます

直接印 し込みもてきます

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

（ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
〉

●詞定されなかつた高節きても 町 型自の

事業として介悪l‐際以外のサービスを宣

けられる場合があります

0

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●

要

介

護

認

定

在

宅

サ

ー
ビ

ス

の
利

用

1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

印



介護保険制度 平成12年4月1ロスタート
要介善認定の申請 平成11年10月受付開始

介護保険制度は 本 格的な高齢化を迎え介護が必要な高齢者が急速に増えている中 安 心 して老後を,旦ご

せるよう 介 護を社会全体で支える制度で平成12年4月 1日から始まります。

介護保険からサービスを受けるためには要介護者または要支援者の認定 (要介護認定)を 受ける必要があ
り、その要介護認定の申詰がいよいよ平成11年10月1日からスター トします。 (現在 特 別養護者人ホーム

及び老人保健施設入所中の方については、施設を通じて申詰期日をお知らせします)

申請をされる方は、次の窓口に中請書を提出して下さい.

(申請窓日)保 健課介護支援係 町 民福祉課国民健康保険係 各 支所 出 張所

認定の手順は 下 図のようになっております。

●番査会の委員は

保憎 医 療 福 祉

に関する専門家 5

人程度で構成され

ます

●訪間観亘は、町の購員や、町から委
託を受けた目宅介惑支援事業者等の

介護支援専門員が家庭害を訪間し

い身の状態などについて筒き取り

調査票に記入します。

介
護
認
定
書
査
会
に
よ
る
書
首
判
定

訪

間

調

首

主
治
医
意
見
書

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

軽
斐
建
築
襲
指
‥
‥
‥．

介
護
保
険
施
設
に
も
頼
め
ま
す

利

用

者
薇
保
険
首

●
０
稿
は
　
本
人
や
家
族
の
他

，
認
定
の
効
果
は
申
語
の
時
ま

て
さ
か
の
ぼ
る
の
で
、

中
請

を
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

は
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

|">コ
ン旨背よる

→
●心身の獄想などの調重の結果

をコンピュータに入力 し 介

護に必要な時間を進計します

→い)ヅ魯昌目暑雪信雪彊J">
―

原則として、申請から30日以内に
認定結果が通知されます。

3 rミ:≧召里と

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



影 2 G きむと

ふるさと

故郷ふれ愛フェスタ
'99

八
月

一
日
、

交
流
館
ぷ
ら
と
横

の
多
目
的
広
場
で
故
郷
ふ
れ
愛
フ

ェ
ス
タ
櫛
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

町
内
の
農

業
　
漁
業
　
高
業
と
い
っ
た
異
業

種
の
青
年
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
見

つ
め
直
し
、

交
流
を
深
め
よ
う
と

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
に
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
味
覚
市
、

物
産
市
　
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
き
こ
い
は

町
内
の
五
チ
ー
ム
が
参
加
。

社
幌

市
の
平
岸
天
神

（札
幌
市
で
開
か

れ
た
よ
さ
こ
い
大
会
で
優
勝
テ
ー

ム
）
も
か
け
つ
け
　
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

救
急
救
命
ス
タ
ー
ト

八
月
五
日
に
救
急
救
命
業
務
を

開
始
す
る
根
室
北
部
消
防
事
務
組

合
別
海
消
防
署
は
　
八
月
四
日

同
組
合
の
小
林
勇
消
防
長
、

町
立

別
海
病
院
の
今
村
洋
院
長
の
立
ち

合
い
も
と
、

別
海
消
防
署
で
救
急

救
命
業
務
の
査
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。救

急
救
命
士
は
　
救
急
章
か
ら

病
院
に
運
ぶ
ま
で
の
間
、

気
道
の

確
保
や
心
臓

へ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、

点
摘
な
ど
医
師
の
指
示
を
受
け
て

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
山
集
貴
光
消
防

士

（
二
十
七
歳
）
は
、

昨
年
の
十

二
月
に
資
格
を
取
得
し
　
同
病
院

で
訓
練
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
救
急
救
命
士
は

一
人
で
す

が
、

最
終
的
に
八
人
を
配
備
す
る

予
定
で
す
。

八
月
十
七
日
　
中
西
別
１３７
の
５

に
在
住
の
中
山
貞

一
さ
ん
が
満
九

十
九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

自
寿
の
お
祝
い
に
訪
れ
た
佐
野
町

長
　
佐
野
社
会
福
祉
協
議
会
長
か

ら
、

花
束
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
、

明
治
二
十
三
年

八
月
十
七
日
生
ま
れ
。

昭
和
五
年

か
ら
町
内
に
移
住
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
は
散
歩
と
八
十
歳
か
ら
始

め
た
書
道
で
、

長
生
き
の
秘
訣
は

年
乳
を
飲
む
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

印



町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う

「別
海
町
長

寿
気
」
を
日
黒
武
聡
さ
ん

（明
治

四
十

二
年
七
月
二
十
九
日
生
ま
れ

別
海
配
の
３２
）
と

二
人
の
方
が
受

貫
し
　
長
寿
質
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
も

久
保
田
ハ
ナ
さ
ん

明
治
的
■

一“
工
Ｈ
五
＝
生
ま

担

４ｉ
別
養
孔
そ
人
ホ
ー
ム
市
謀
聞
に

人
所
中

生
江
　
初
実
ま
え

明
治
は
卜
二
年
八
月
八
日
生
ま
れ

内
革
別
に
の
６

芳
賀
　
す
ツ
≡
え

明
市
四
十

■
年
八
月
五
日
生
ま
れ

特
別
差
護
者
人
ホ
　
ム
市
翠
固
に
入
所
中

森
経ヽ貨ぉりで1と

一
日
看
護
体
験

八
月
十

一　

十

二
日
　
町
ャ
別

海
病
院
で

一
日
言
語
体
駿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
北
海
道
看
譜
協
会

が
行

っ
て
い
る
活
動
の

一
つ
で

今
年
で
十
同
目
。

保
健
帰
、

助
と

婦
　
看
護
婦
等
の
日
頃
の
仕
事
を

見
学
し
た
り
　
接
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
看
護
婦

（士
）

へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
．今

年
も

人
が
二
日

―
ム
　
老

ど
を
訪
間

介
助
や
食

ゃ
ん
の
お

を
洗

っ
た

で
　
日
頃

酸
し
ま
しギ

別
海
高
校
の
生
徒
十
五

間
に
分
か
れ
て
老
人
ホ

人
保
健
施
設
　
病
院
な

し
ま
し
た
。

草
椅
子
の

手
配
格
　
介
助
　
赤
ち

む

つ
の
収
り
替
え
や
体

り
と
緊
張
し
た
面
持
ち

の
看
託
職
の
仕
事
を
体

た
。

ヽ
　

　

　

ン

颯

軒

ヽ

五
十
四
回
目
の

戦
没
者
追
悼
式

別
海
町
戦
没
者
連
悼
式
が
終
戦

記
念
日
の
八
月
十
五
日
　
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
戦
没
者
の
道
族
な
ど

約
二
百
人
が
参
加
ｂ

仁
野
町
長
が

戦
没
者

へ
の
追
悼
の
辞
を
述
べ
た

後
　
参
列
者
は
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
　
次
々
と
祭
壇
に
献
花
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、

正
午
の
時
報
を
合
図

に
全
員
で
　
分
問
の
来
と
う
を
し

Ｉ
十
四
回
目
の
終
戦
記
念
日
に
平

和
の
中
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

5  印



み
ん
な
で
親
睦
深
め
よ
う

高
齢
者
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

七
月
二
十
七
日
　
陸
上
競
技
場

で
第
二
十
二
回
別
海
町
高
齢
者
親

睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
毎
年
行
わ
れ
　
町

内
に
住
む
六
十
歳
以
上
の
お
年
奇

り
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
な
が
ら
健
康
保
持
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
天
候
に
意
ま
れ
　
九
チ

ー
ム
に
分
か
れ
た
各
地
域
の
選
手

た
ち
は
　
「じ
や
ん
け
ん
リ
レ
ー
」

や

「玉
入
れ
」
、

タ
オ
ル
に
ポ
ー
ル

を
入
れ
て
定
る

「仲
良
し
安
全
運

転
」
な
ど
十

一
種
目
に
参
加
し
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【優
勝
】
中
西
別

【準
優
勝
〕
西
春

別
Ｂ

【三
位
】
別
海
Ｂ

ま
た
大
会
の
前
に
　
七
十
五
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
行
わ
れ
た

「高
齢
者
健
康

コ
ン
ク
ー
ル
」

八

十
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
二
十
本

以
上
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

「８

０
２
０
運
動
」
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【別
海
町
高
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ー
ル
】

Ｏ
別
海

一　

小
倉
ハ
ナ
さ
ん
、

〇
準
別
海

一　

横
山
弘
太
郎
、

〇
優
良
　
〈
７
野
寅
治
さ
ん
　
阿
部

勝
さ
ん
　
真
籠
正
人
さ
ん

【別
海
町
８
０
２
０
運
動
】

０
歯
っ
び
い
賞

石
坂
末
登
さ
ん
、

錬
口
き
み
子

さ
ん
　
志
渡
丈
士
さ
ん

Ｏ
歯
つ
ら
つ
賞

和
国
山
由
春
さ
ん
、

天
岡
覚
誠

さ
ん
　
今
西
利
雄
さ
ん

自
然
の
素
晴
し
さ
を
体
験

八
月

一
日
、

別
海
地
区
子
ど
も

会
育
成
協
議
会

〈木
鳴
正
毅
会
長
）

主
催
で
、

西
別
川
い
か
だ
下
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
親
子
の
き
ず
な
や

子
ど
も
た
ち
の
友
情
を
深
め
な
が

ら
　
自
然
の
ネ
晴
し
さ
を
体
験
し

よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
工
夫
こ
ら
し
て
作

っ
た
い
か
だ
は
、

町
営
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
検
か
ら
出
発
し
　
六
キ
ロ

先
の
ゴ
ー
ル
ま
で
自
然
を
満
喫
し

ま
し
た
。

西
別
川
い
か
だ
下
り

ま
た
　
八
日
に
は
　
中
春
別
で

別
海
町
自
然
に
親
じ
む
会

（佐
々

木
茂
成
会
長
）
主
催
の
春
別
川
ク

リ
ー
ン
い
か
だ
下
り
が
行
わ
れ
ま

春
別
川
ク
リ
ー
ン
い
か
だ
下
り

し
た

。
今
年
は
北
海
道
建
設
部
の

「確

か
な
川
づ
く
り
推
進
事
業
」
の

一

つ
と
し
て
、

釧
路
土
木
現
業
所
も

共
催
で
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
に
川
と
川
沿
い
に
分
か
れ

て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
　
そ
の
後
　
十

一
隻
の
い
か
だ
で
三
キ
ロ
先
ま
で

の
小
さ
な
冒
険
を
楽
し
み
ま
し
た
。

印



〈香サll県の中学生が訪間〉

嬬製づ くりなど体験掌習で交流
香川県塩江町の中学生lo人が 7月 27日から4日 間

にわたり別海町を訪れ 中 学生との交流や自然体験
を満喫 しました。

別梅町の友好都市である大阪府枚方市が塩江町と
も友好都市である縁で 友 好都市少年少女ふれあい

の翼事業として今年初めて訪れたものです。塩江町
の中学生たちは町の酪農研修牧場で牛舎の清掃や搾
学しに挑戦し 野 付中との交流では同校の生徒ととも
にホタテの健製づくりや夜のキャンプファイヤーな
どを楽しみました。

別海町内の中学生が友好都市大阪府枚方市などで研修す
る 「少年少女ふれあいの翼J(8月 2日 ～ 6日 )に 参加し

無事帰町しました。

昭和62年に友好都市提携を結んだ枚方市とは平成5年 か
ら毎年夏休みに中学生が交互に訪問、体験学習などを通 し
て交流を図っており 今 回は"j海町から引率を含めた25人
が訪問。市内中学校でのカヌー体験では 大 阪の害さにバ

テ気味だった別海町の子供たちだが 憤 れてくるとカヌー

がスイスイと進むように。「枚方の生徒とも仲良くなれた」
と喜んでいました。
一行は枚方市のほか 広 島の原爆 ドーム 平 和記念公国

や大阪の L方演去資料指など 日 本の歴史 文 化にも触れ
ることができ、有意義な夏休みとなりました。

夏休み社会体験学習 馴例年吸との交流徹ぐ

赤
タ
テ
の
焦
製
づ
く
り
に
初
祉
戦

○幼月に「健やか子育て相談室」ヘ

教育委員会では む ずかしい子育ての支援をするため 9月 1日 から中央
公民館2階 に設けましたので 一 人で悩まずにお電話をください。

相談員/生 涯学習推進アドバイザー 田 村ケイ子さん
な 5-3935直 通 火～金 (13【00～17:00)

O教 育上の悩みごとは「教育相談室Jヘ
小 中 学校生をお持ちのお父さん。お母さんの悩み 心 配亭相談を行って

おります。

相議員/指 導主幹 小 崎良一氏
な 5-2111〈 内線410)月 ～金 (9:ll l～16:00)

今

日

か

ら

私

た

ち

の

家

で

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

（
よ

ろ

し

く

）

《秋田県の中学生が訪間)

ホームステイで鶴農体験

秋田県八森町の中学生5人 が 7月 27日,叫海町を訪
れ 上 風連中の生徒と交流し、30日に別海Wiを離れ
ました。

八森町は 別 海で4代 にわたってアイヌ語の通訳
を務めた 「加賀家Jの ルーツ。この縁で 両 町は青
少年派遣などを通して親交を深めています。

八森町から中学生が訪間したのは今年で6回 目。
4日 間にわたり、上国と中の子供たちとホームステ

イを通して酪農体験学習を行ったり 野 付半島 新
酪農村を訪れるなど 「別海の夏Jを 楽しみましたも

カヌーにlll戦する別なの子供たち (上手でしょう2)

10い じめ等の相談は     :
「こどもホットライン」ヘ

個人の秘密は守られます。

相談員/

指導主幹 真―
氏

6 5 - 0 0 0 5 (直 通) :

月～金 〈9:o o～ 16 : 0 0 ) |

7 rtヨ巴」と



1来つ子
ヵ月健診

別海病院

月 診
随
９ 療 案 内

小 児 神 経 外 来

9月 10日||

担当に師 |し巾,に女 舘  延 忠助教授

耳

9 ' 1 1 3 日' ～ 9

担当「自Ⅲ

9月 2 7日月ヽ 9

担当医師

鼻 口困 喉 秀斗

月1 4 L メ(午前t

卜し幌に大 上 村 正 見に師

月郎||lttttt

札幌医人 坪 田  大 医師

各

菊地 香 帆ち,た
11=市|

皮  膚   科

9月 2日 ホ～9月 3日 令午ll

担当区1市 |しⅢlに大 近 藤 靖 児「師

9月 16日本～9月 17日企午前

担当医問i しヽ幌区大 松 坂 英 信医師

* 9月 2H及 び 9月 16日trl午前の診噴は10時
30分から開始しますご

村山 か なう■, じ
1 1 J ' , |

秀斗外

クト千十診味は手 lf位査のため 毎日T後 の診

味は休診となってtlますのでご了承ください。

なお 午 後は業の処方もてきませんので

ど,1意くださいて

境回 莉 千■→た
1 占ス)

携帯電話の使用 について

性■屯前 ま )市此内!〕=1口電気代杯に影を

を■1ます場命がありますのモ 病 院内ではt

よをtlつてください.

問い合 わせ

町立別海病院管理係 な 5-2311(内 線201)

来3月19日 町 民保健センターで撮影  ( )内 は保護者名
印
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( 武に)

高澤 武 琉くた
1有)

千葉 雪 乃ち■t
( 英■)

小山 哲 平くた
1英 ■
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お知らせ伝言板
日,々町役 t, 2 , 1 1
百を ,1宝所 工21 0 1  ■言日,H電所 5迎 11

■思遅uF所 , 7 9 2 o  長合招」ほ所 Oi車 ) 0コ0 0

高
齢
者
な
ど
の
豊
か
な
経
験
や
蓄
積

さ
れ
た
様
々
な
技
能
を
お
持
ち
の
方
を

一町
の
匠
」
と
し
て
生
録
し
て
い
た
だ
き

明
る
い
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
と
し
て
、

工
芸
や
生
産
活
動
　
創

造
活
動
　
伝
習
活
動
な
ど
の
分
野
で
そ

の
技
能
を
社
会
参
加
活
動
な
ど
の
中
で

発
揮
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
お

り
　
個
人
や
サ
ー
ク
ル
　
グ
ル
１
７

団
体
か
と
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

０
応
募
期
間
／
平
成
十
二
年

一
月
末

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
係（内

練
２
８
４
）

「北
海
道
立
北
方
四
占量
来
流
セ
ン
タ
ー

」

愛
称
募
集

北
方
領
■
問
題
の
啓
発
と
　
北
方
四

島
在
，

ロ
シ
ア
人
と
の
交
流
の
促
進
を

図
る
た
め
に

一北
海
道
立
北
方
四
島
交

流
セ
ン
タ
十

一
を
根
〓
市
に
建
設
中
で

す
。多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
　
安

称
を
募
集
し
ま
す
。

Ｏ
資
格
／
小
学
ｉ
以
上
の
方

Ｏ
応
募
方
法
／
業
書
　
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

電
子
メ
ー
ル
。

住
所
　
氏
名
、

年
齢

電
話
番
号
　
作
品
と
説
明
を
記
入
ｂ

何

点
で
も
応
募
可
能

（葉
書
の
場
合
は

一

枚
に
つ
き

一
点
）

無
料
で
入
溶
で
き
ま
す

Ｏ
応
募
先
／
〒
０
６
０
１
８
５
８
８
札

幌
市
中
央
区
北
■
条
西
六
丁
目
　
北
海

道
総
務
部
北
方
領
土
対
策
本
部
愛
称
募

集
係

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
　
２
８
２
１

１
７
８
０

電
子
メ
ー
ル

ｒ
ド
ｏ
ｕ
ｄ
Ｏ
ｓ
ｉ
ｎ
ｋ
０

０

ｐ
ｒ
Ｃ
ｆ
ｈ
Ｏ
ｋ
ｋ

ａ
ｌ
ｄ

Ｏ
Ｊ
ｐ

Ｏ
締
め
切
り
／
九
月
二
十
日

（当
日
消

印
有
効
）

岡
い
合
わ
せ
／
道
庁
北
方
領
上
対
策
本

部

（
ａ
０
１
１
　
２
３
１

１
４
１
１
１

内
線
２
２
１
７
６
３
）
又
は
根
室
支
庁

広
報
渉
外
係
　
北
方
領
土
対
策
室

北
海
道
公
衆
浴
場
業
環
境
衛
生
同
業

組
合
で
は
　
公
衆
浴
場
を
高
齢
者

の

方
々
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｏ
期
間
／
九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日

〈二
日
間
）

Ｏ
対
象
者
／
六
十
五
歳
以
上

〇
対
象
施
設
／
清
乃
湯
（別
海
西
本
町
）

野
付
温
泉
浜
の

湯

（尾
岱
沼
港

町
）期

間
中
は
何

回
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

町
民
生
活
係

〈内
線
２
９
５
）

交通規制実施 に ともな うお願 い

1、交通規制時間帯 10100～ 1400まで(4‖キ問)

2、別海―西春別固

別海市街地からの→よ田r道上西〕!幹Tdより町道根=中 「lj3 1号軒線経由
一般道々中西,町計慨別線のう回路をご和J用厚t まヽす

3、西春別→別海間は片側連行(一方j日そr)です

4、,代 から西さ別方面への車t日1道根=中 部3号 主要幹拒より主要道々

別海厚岸線を経由して町道上西〕J許線のう回路をご和!用願います

5書 奏宮 交通指導員の指示に従つてください.

は う回P合 ― まマラツシヨース

2日 間 農 村広場で開催されます。

多彩なア トラクションをご家族でお楽

しみください。

第30回 別海町

/ 莉

'

10印



お知 らせ

一別
海
町
地
域
振
興
■

一
の
交
付
及

び
使
用
期
限
が
　
平
成
十
　
年
九
月
ｒ

六
日

（木
）
ま
で
二
迫

っ
て
わ
り
ま
す

の
で
　
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
と
ｔ、
方

は
二
急
役
場
　
町
民
福
祉
課
へ
≡

問
い
合
わ
せ
／
社
会
桁
祉
係（内

線
２
ヽ
４
）

札
幌
市
内
と
そ
の
近
郊
に
は
　
二
百

二
十
名
の

一札
幌
　
別
れ
ふ
る
さ
と
会

一

の
会
虫
が
い
ま
す
．

会
賞
の
方

々
と
一父

流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
一Ｈ
時
／
十
月
中
旬
予
定

≡
交
通
期
間
／
生
し
切
リ
バ
ス

（別
れ

札
幌
往
復
）

〓
費
用
／
約
二
万
ｔ
千
円

〓
桁
め
切
り
／
十
月
七
日

（木
）

詳
細
　
問
い
合
わ
せ

高
上
観
光
課

（内
線
＋
７
０
～
■
７
３
↓

地
域
振
興
券
交
付
期
限
迫
る
″

「札
幌

・
別
海
ふ
る
さ
と
会
」

交
流
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

一上
打
習
慣
病

一
と
ぃ
う
一三
葉
　
も

う
耳
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
≡

普
段
の
暮

ら
し
方
が
　
高
正
圧
や
緒
尿
病
　
が
た

な
ど
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
こ
と

か
ら
成
人
病
と
い
う
言
葉
に
代
わ

っ
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．

こ
れ
か
ら
の
病
気
は
知
ら
す
知
ら
す

の
う
ち
に
進
む
た
め
　
日
頃
か
ら
の
健

康
含
理
が
大
切
で
す
．

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
　
を

さ
ん
か
ら

の
健
康
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
が

毎
月
第

一
月
曜
日
は
高
ｎ
圧
予
防
相
談

日
と
し
て
　
血
圧
測
定
や
尿
後
査
の
他

食
事
の
塩
分
埜
を
測
定
す
る
塩
度
計
の

生
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
。

第
二
月

曜
日
は
肥
満
予
防
相
談
日
と
し
て
　
体

情
防
位
査
を
行
い
　
■
活
改
善
の
お
手

は
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
　
物
忘
れ
や
ボ
ケ
症
状
が
気
に

な
る
方
の
物
忘
れ
相
談
も
併
せ
て
行

っ

て
い
ま
す

（あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要

で
す
）
の
で
　
気
唾
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
．

問

ｔｉ
合
わ
せ
／
町
民
供
健
セ
ン
タ
ー

（
な
５
１
１
０
３
３
７
）

ロ ー 〔ゴ 理

新校合は、現校舎の南側の町道中央中学校通線寄 りに位置し、RC造

り3階 建てでエレベーターが設置され 敷地総面積68ヘ クタールの中に

校合 (8472111)屋体(966111)他に格技場等が設置されます。また グ

ラウンドは 陸 上競技場 野 球場、すッカー場 テ ニスコー ト等がゆと

りをもって整備され 総 工事責は41億円強。予定通りに進みますと、平

成11 12年度で校舎 屋 体が 13年 度にグラウンド 外 権が完成する見

込みで 平 成13年秋に創立50周年と併せて新校舎落成記念式典が挙行さ

れる予定です。

才イヤー
‐~~‐

~~~t_～
車喜辛

青

完成予想図

家
族
の
た
め
の
介
護
講
座

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
　
健
■
カ
ー
ニ

バ
ル
の

一
環
と
し
て
　
今
　
令
１■１
て
活

躍
中
の
老
人
介
護
の
実
Ｌ
家
　
下
山
名

月
さ
ん
を
お
招
き
し
て

一家
族
の
た
め

の
介
紙
請
に

一
を
開
催
致
し
ま
す
　
受

話
を
希
望
さ
れ
る
を
は
　
ど
な
た
で
も

宝
謡
で
き
ま
す
ご

特
に
現
在
介
誕
さ
れ

て
い
る
方
や
町
内
の
地
設
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
方
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル

ハ
ー
有
沓
格
ヤ
の
方
に
は
　
す
ぐ
に
役

立
つ
内
容
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
宝

話
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ち

一
一日
時
／
十
月
十

一日

本火
）
午
前
■

時
～
午
後
ｉ
時
二
十
分

１
場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

村
い
合
わ
せ
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
健

康
梅
進
係

（
ａ
５
　
０
３
５
，
）

二i・■■

1 1仰



お知らせ

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

心
肺
蘇
生
法
　
止
血
法
を
お
ぼ
え
て

あ
な
た
の
家
族
　
知
人
の
命
を
救
い
ま

せ
ん
か
。

０
日
時
　
場
所
／
九
月
九
日

（木
）
別

海
消
防
団
第

一
分
団
話
所

（別
海
宮
舞

町
セ　
九
月
十
九
日

（日
）
西
春
別
支
署

二
階
会
議
室

（西
春
別
駅
前
寿
町
）
、

九

月
二
十
九
日

（水
）
別
海
消
防
団
第
二

分
団
詰
所

（尾
心
沼
潮
見
町
）
、

い
ず
れ

も
午
後

一
時
か
ら
四
時

Ｏ
対
象
者
／
十
八
歳
以
上

０
受
講
定
員
／
二
十
五
名

申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ

別
海
消
防
署

（ａ
Ｓ
１
２
１
６
１
）

西
春
別
支
署

（ａ
７
１
２
１
６
１
）

尾
岱
沼
分
遺
所

（
合
０
１
５
３
８
１
６
１
２
４
５
９
）

危
険
物
取
扱
者

保
安
議
習
開
催
案
内

Ｏ
対
象
者
／
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
　
現
に
危

険
物
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
で
　
免
状
の

交
付
又
は
以
前
に
保
安
講
習
を
受
け
て

か
ら
三
年
を
経
過
し
た
者
　
あ
る
い
は

経
過
す
る
者
等
。

〇
日
時
／
十
月
七
日

（木
）
午
前
九
時

二
十
分
か
ら
十
二
時
二
十
分

（給
油
取

扱
所
以
外
の
施
設
の
危
険
物
取
扱
者
が

対
象
）
、

年
後

一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三

十
分

（給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

が
対
象
）

〇
場
所
／
中
標
津
消
防
暑
議
堂

〇
締
め
切
り
／
九
月
二
十
二
日

間
い
合
わ
せ

消
防
本
部

（
ａ
２
１
９
１
１
４
）

別
海
消
防
署

（
ａ
５
１
２
１
６
１
）

「
北
海
道
吉
情
審
査
委
員
制
度
」

が
ス
タ
ー
ト

道
で
は
、

道
政
に
関
す
る
苦
情
を
受

け
付
け
　
簡
単
な
手
続
き
で
問
題
の
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「北
海

道
吉
情
審
査
委
員
制
度
」
を
導
入
し
ま

し
た
。

こ
の
制
度
は
　
本
人
の
権
利
利
益
に

係
わ
る
こ
と
で
　
道
が
行
っ
た
行
政
処

分
や
行
政
指
導
等
に
不
平
　
不
満
が
あ

る
と
き
　
道
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情

申
し
立
て
に
基
づ
き
　
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
古
情
害
査
委
員
が
　
本
人
に
代

わ
っ
て
関
係
す
る
道
の
機
関
の
処
置
内

容
を
調
査
す
る
な
ど
苦
情
の
解
決
に
向

け
て
、

簡
易
か
つ
迅
速
に
処
理
を
行
い

ま
す
。

苦
情
の
申
し
立
て
は
　
道
庁

十
階
の

「道
民
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か

各
支

庁
に
あ
る

「道
民
相
談
室
」
で
受
け
付

け
ま
す
の
で
吉
情
申
立
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
　
郵
便
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
申
し
立
て

が
で
き
ま
す
の
で
　
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
道
民
相
談
セ
ン

○ 『夏業 り』参加のお礼について

柏の実学国利用者で構成する自治会組織 「うれしい会J

が主催し、 8月 6日 に開催致しました 「夏祭りJに 関係機

関 団 体のご協力を得まして多数の町民の参加を頂きまし

たことについて 心 より感謝中し上げます。

① 『保護者会』賛助会員の募集について

柏の実字園利用者の父母 兄 弟等で標成する『保護者会』

が8月 9日 に設立され 柏 の実学園各種行事等を支援する

べく活動を開始しました。本会は保護者だけではなく 福

祉にご理解があり柏の実学国の諸行事にご賛同 ご 支援を

頂ける町民も賛助会員として参加することができます。

①ボランティアの募集

精の実学国では、自治会 保 護者会等の組織が設立され

今後各種行事を展開することになり 福 祉にご理解あるボ

ランティアを募集しております。

○農産物の販売

柏の実学園の利用者が生産する 「朝採り有機栽培無農薬

野菜」を憩いの森 「ふれあいの店」で販売しておりますの

で ど うぞご利用ください。

問い合わせ/柏 の実学園 総 務課 総 務係 TEL9 5111

タ
ー

（道
庁

一
階
）

干
０
６
０
１
８
５
８
８
　
札
幌
市
中
央

区
北
３
条
西
６
丁
目

（
８
０
１
１
１
２
３
１
１
４
１
１
１

内
線
２
３
１
４
４
１
　
２
３
１
４
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
１
２
４
１
１
８
１
８
１
）

合
わ
せ
た
道
づ
く
り
の
計
画
策
定
の
基

礎
資
料
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
、

道

づ
く
り
の
上
台
と
な
る
大
変
重
要
な
調

査
で
す
ｂ

統
計
理
論
で
抽
出
し
た
車
の
所
有
者

や
利
用
者
の
方
々
に
　
調
査
票
を
送
付

し
　
調
査
日
で
の
車
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
ご
回
答
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

抽
出
さ
れ
た
方
々
に
は
　
後
日
調
査

票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
建
設
部
道
路
計

画
課
道
路
企
画
係

道
路
支
追
セ
ン
サ
ス

協
力
の
お
願
い

十
月
十
四
日

（木
）
　

十
七
日

（日
）

に
オ
ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ

ュ
１
０
Ｄ
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
将
来
ニ
ー
ズ
に

印 ‐ 12



お知 うせ

・結核の現状

昭和20年代には 広 く

まん延 していた結核ですが 急 速に改善されたの

で、片づいたと思っている人が多いようです。

しかし 今 でもあ年奇りを中心に4万 人を越え

る忠者が発生しております。さらに最近は増えて

きてお り 学 校 病 院、老人ホーム等で発生して

います。結核は決して片づいておらず 真 剣に取

り組まなければならない問題です。

結核死亡数 新登録息者数年末の登録者数

平成 8年 2849ブ、 42,742)、 132958人

平成 9年 2!742ノ、 42715人 121762人

問い合わせ/中 標津保健所保健予防係 (a2‐2163)

・結核発病の起 こ り方

うつっても必ず結核になるわけではありません。
うつっても海核になる人は普通10人に1人～2人

です。何十年も前の若いときにうつった結核が出
てくることもあります。

・結核の診断

X線 検査をして 写 真に影が出るのは結核だけ
ではありません。決め手とするのは疾の結核菌検
査ですb歯 が出ると言う

ことは周囲の人にうつす

恐れがあります。

るようにしてください。

・早期発見の重要性 と発見の方法

結核は早期発見することが重要です。発見が遅
れ菌が出るようになれば周囲の人に結核をうつす

恐れが強くなります。毎年の検診をかかさず 咳
や夜が続いたときはなるべく早く医師にかかるこ

とをいがけ も し結核になった場合も早く対処す

F院外処方せん』とは病院から交付された
処方せんを 患 者さんが 「保険調剤葉局Jに 持参

し、そこで業を受け取るものです。

この 「区美分業制度」は 厚 生省が国の施策とし

て推進しているもので診断とお療は病院で医師が行

い 英 は院外の保険調剤美局で業剤師から受け取る

制度であり 現 在全国的に広く行われています。

別海病院でも平成12年4月からは、「院外処方せんJ

を全科で実施することとしており 当 面は段階的に

実施してまいります。

◎薬代について
葉は今までどおり健康保険がききますので 「保険調剤薬局」では薬に係る患者負担分をお支払いください。
なお 「院外処方せん」では 今までより自己負担が増えると思いますので ご承如ください。

(その他の科は、12月から内科、その後小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科と進めて行く方針です)

病院から「院外処方せん」を受け取り、「保険調剤
業局Jから業を受け取ると次のような良い点があ
ります。

1、待ち時間が少なく、病院と同じ薬が調剤され
ます。

2、業の説明がゆっくり受けられます。
3、薬の重複や相互作用を防げます。(薬歴管理)
4、都合の良い時に葉が受け取れます。(4日以内)

☆皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

13 仰



お知 らせ

法
人
の
事
業
所
は

必
ず
社
会
保
険
に

法
人
事
業
所

（株
式
会
社
　
有
限
会

社
な
ど
す
べ
て
の
法
人
を
い
い
ま
す
）

及
び
個
人
営
業
（サ
ー
ビ
ス
業
を
除
く
）

で
常
時
五
人
以
上
使
用
し
て
い
る
事
業

所
並
び
に
医
療
法
人
は
　
法
律
に
よ
っ

て
事
業
主
や
従
業
員
の
意
思
に
関
係
な

く
　
健
康
保
険
　
厚
生
年
金
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

社
会
保
険
は
病
気
や

老
後
の
暮
ら
し
の
そ
な
え
で
す

健
康
保
険
は
　
会
社
、

病
院
な
ど
で

働
く
人
が
、

病
気
や
け
が
の
た
め
に
仕

事
を
休
み
給
料
を
も
ら
え
な
い
と
き
、

お
産
を
し
た
と
き
　
不
幸
に
し
て
亡
く

な
っ
た
と
き
に
必
要
な
医
療
の
給
付
や

手
当
金
な
ど
の
絡
付
を
行
う
制
度
で
す
。

ま
た
　
厚
生
年
金
保
険
は
、

高
齢
と

な
り
働
け
な
く
な
っ
た
り
　
障
害
者
と

な
っ
た
り
　
不
幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た

場
合
に
、

年
金
や

一
時
金
の
支
給
を
行

う
前
度
で
す
。

岡
い
合
わ
せ
／
釧
路
社
会
保
険
事
務
所

（
合
０
１
５
４
１
２
２
１
０
１
１
１
）

ご
存
じ
で
す
か
　
検
察
審
査
会

交
通
事
故
　
許
欺
　
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
達
い
　
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
も

費
用

は
無
料
で
　
秘
密
は
回
く
守
ら
れ
ま
す
ｂ

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
検
察
審
査
会
事
務

局

（
６
０
１
５
４
１
４
１
１
４
１
７
１

内
線
３
２
３
）

おめでた。おくやみ
(7月1日から7月31日属出分まで)

お謹生おめでとう

(保護者)

レ響 遣 大FLらヽ ん (男)忠  士 (上 国  連 )

レ高橋 Ht生 ちゃん (男) 治  (別    海 )

,福 原 祥 真ち、ん (男)仁  史 (西春別駅前)

レ国分 彩 音ちゃん (女)宏  居 〈西 春  別 )

レ笹川  翔 ちゃん (男)一  人 (西 春  別 )

い関根 郁 民ち、ん (男)隆  L('け    海 )

レ大坂 大 和ちゃん (男)恒  夫 (別   極 )

レ白幡 言 首ちゃん (女)昭  典 (中 毒  別 )

ご絡婿おめでとう

ら小西 良 久 菊 池 鈴 香さん (上  春  別 )

レ町屋 真 一 安 日 幸 子さん (西  春  別 )

♭安口 真 司 加 藤 由 理さん (西  害  別 )

レ小崎  豊  長 久保有哉子さん (尾  合  沼 )

お極やみ中し上げます

,積 回 く らさん (76歳 ) (西 春別駅前)

,市 瀧ハルノど九 (S3歳 ) (西  春  ,ll

,桑 代 敏 広さん (48歳 ) (実    行 )

,野 口  勇 さん (FO歳 ) (上  風  連 )

,国 中岩太郎さん (90歳 ) 〈 泉   "D

,中 山  模 さん (78歳 ) (中  春  別 )

,松 倉 芳 博さん (49歳 ) (別    海 )

,赤 同きみ子どん (66歳 ) (泉    川 )

,野 田 義 一さん (43歳 ) (別    海 )

,鹿 又 隆 男さん (40歳 ) (上  春  別 )

,高 橋  裕 さん (69歳 ) (尾  合  沼 )

>小 澤 幸 子さん (34歳 ) (中  西  別 )

,水 ロ イ トさん (88歳 ) (西 春別駅前)

,越 哲 光 案さん (92歳 ) (畳    原 )

,近 野 チ ヨごん (88歳 ) (中  西  別 )

>笹 村 ヨ ネさん (99歳 ) (別    海 )

,日 向ヨシミさん (85歳 ) (泉    川 )

,官 部喜知弥さん (85歳 ) (豊    原 )

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

小
型
記
念
通
信
日
付
印
の

使
用
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
切
手

「北
の
阜
た
ち
」
が

七
月
二
十
二
日
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ

れ
に
ち
な
み
小
型
記
念
通
信
日
付
印
の

記
念
押
印
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

町
内
で
は
　
別
海
と
中
西
別
郵
便

局
の
二
局
だ
け
の
取
り
扱
い
で
す
。

図
柄
は

「タ
ン
チ
ョ
ウ
」

「シ
マ
フ

ク
ロ
ウ
」

エ
ト
ビ
リ
カ
」

オ
オ
ワ
シ
」

の
四
種
類
。

使
用
期
間
は
平
成
十
二
年

二
月
二
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
切
手

「北
の
鳥
た
ち
」
と
合

わ
せ
て
記
念
押
印
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

押
印
希
望
の
方
は
窓
口

ま
で
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

保
険
料

は
便
利

な

自
動
振
替
払
込
み
に

簡
易
保
険
の
保
険
料
の
支
払
い
を
自

動
振
替
払
込
み
に
す
る
と
月
額
保
険
料

が

一　

五
％
も
割
引
き
に
な
っ
て
大
変

お
得
で
す
。

し
か
も
　
集
金
日
を
気
に

し
た
り
窓
口
に
払
い
込
み
に
行
く
時
間

が
省
け
る
の
で
　
忙
し
い
人
に
は
ビ
ッ

タ
リ
の
な
い
込
み
方
法
で
す
。
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お知 らせ

▽
別
海
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
局

〈別
海

緑
町
）
▽
鹿
又
愛
子
さ
ん

（上
春
別
）

▽
額
線
敏
子
さ
ん

〈大
成
）
▽
厳
下
健

二
郎
さ
ん

（上
風
連
）
▽
宮
部
ウ
メ
ノ

さ
ん

〈豊
原
）
▽
田
測
賃
さ
ん

（別
海
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
別
海
町

▽
中
山
貞

一
さ
ん

（中
西
別
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
国

▽
笹
村
胤
雄
さ
ん

（別
梅
川
上
町
）

。
社
会
福
祉
協
議
会

▽
中
山
葉
子
さ
ん

（中
春
別
西
町
）
▽

田
回
マ
ツ
エ
さ
ん

（床
丹
）
▽
小
澤
勝

彦
さ
ん

（中
西
別
本
町
）
▽
越
智
雅
夫

さ
ん

（豊
原
）
▽
木
村
重
治
さ
ん

（西

春
別
）
▽
浦
滝
敏
さ
ん

〈西
春
別
本
久

町
）
▽
横
田
郁
夫
さ
ん

（西
春
別
駅
前

寿
町
）
▽
佐
藤
信
夫
さ
ん

（別
海
宮
舞

町
）
▽
菅
野
義
信
さ
ん

（別
海
寿
町
）

○
身
分
／
特
別
国
家
公
務
員

○
資
格
／
大
型
自
動
車
　
航
空
整
備
士
、

航
空
管
制
官
　
着
護
婦
（士
）

衛
生
士
、

船
舶

（各
種
）

な
ど
の
資
格
が
取
得
で

き
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集

問
い
合
わ
せ
／
中
標
津
募
集
事
務
所

（
倉
２
１
０
１
２
０
）

忘 れていません か 国 民年金の保 険料
国民年金の保険料は、加入者一人一人が支払うこと
により、基礎年金制度を支えているのです。
保険料は、2o歳から60歳までの40年間にわたり納

めることになっています。
サラリーマンなどの第 2号 被保険者やその配偶者

である第 3号 被保険者の皆さんは 厚 生年金保険、
共済組合から必要な額が支払われていますから、個
人個人が国民年金の保険料を納める必要はありません。

自営業者などの第 1号被保険者皆さんは 自 分で
保険料を納めることになりますが そ の方法は 町
から送られてくる納付書によるものと口座振替によ
るものがあります。便利な回座振替を利用すると、
皆さんの指定の日座から毎月自動的に引き落とされ
納付のために毎日、金融機関まで出向かなくて済み
ますので、納め忘れがありません。

もし 病 気や失業などで、あるいは学生の親元世
帯などで 保 険料を納めるのが困難な人は、国民年
金担当窓口に、申し出て、承認されると、保険料が
免除される制度もあります。この免除された保険料
は10年以内であれば、さかのばって納めることので
きる追納という制度もあります。

社会保険事務相談所聞数日
○日時/10月 19日1/19 13時～17時
○会場/中 標津町商二会

問い合わせ/国 民年金係 (内線483)
☆国民年金保険料の納付は、

安心 ・便利 ・確実な国産振替 ・自動払込で/

臨
盛
艦
認
プ

◆
例
年
よ
り
暑
い
日
が
つ
づ
い
た
夏
も

過
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
し

て
い
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、　

一
日
こ
と

に
秋
が
近
づ
き
ｂ
地
よ
い
国
が
吹
く
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

▽
漁
業
者
の
営
さ

ん
は
、

九
月
か
ら
解
禁
に
な
る
秋
サ
ケ

漁
の
準
備
な
ど
で
大
変
忙
し
い
事
と
思

い
ま
す
が
、

今
年
も
大
漁
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

▽
産
業
祭
、

あ
き
あ
じ
ま
つ

り
、

駅
伝
大
会
等
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
　
活
気
の
あ
る
季
節
て
す
。

農
欲
と

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
、

こ
家
族
て
大
い
に

満
喫
し
ま
し
よ
う
。

▽
広
報
話
に
掲
載

さ
れ
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

統
計
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
た
さ
い
。

（Ｋ
）

◆
Ａ
局
下
旬
、

世
界
隆
上
大
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
選
手
は
夫
婦
て

大
会
に
出
場
し
て
お
り
　
夫
が
出
て
い

る
と
き
は
妻
が
応
援
に
、

自
分
の
出
番

が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
観
喜
席
に
行
き
、

応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。　

一
番
印
象
に

残
っ
た
の
が
妻
が
走
る
前
、

地
面
に
座

る
と
、

夫
が
何
気
な
し
に
後
ろ
へ
い
き
、

足
を
王
て
、

豪
の
青
も
た
れ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

何
と
思
い
や
り
が
あ
る
の

だ
ろ
う
。

日
本
人
の
感
覚
て
は
帥
ず
か

し
さ
が
先
に
出
て
　
ち
よ
っ
と
で
き
ま

せ
ん
よ
ね
。

で
も
、

衰
し
い
と
き
は
泣

き
、

楽
し
い
時
は
笑
っ
て
い
ら
れ
る
よ

う
な
人
間
ら
し
く
生
き
た
い
。

（た
く
）
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駐
四
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「

Ｄ

舟
軸

芸

ｉ

Ｆ

掛

葺

輸

コ

Ｓ

才

伊

日

キ

苺

■
寄

Ｊ
ヽ

ラ

那

４

　

Э

牙
の
た
を
等
ｔ
て
て
や
か
を
初
愁
イ
ー

客

こ

若

子

今
年
は
託
祭
に
も
を
い
よ
う
な
在
昇
が
金

ぜ
★
ド
、
野
の
た
は
で
―
ん
と
よ
を
ル
ー

セ
て
く
４
み
。
千
養
菊
の
上
の
一
精
差
し

は
令
↑
墳
小
　
は
■
文
章
小
。（

ｓ
　
千
キ

Oまちの人口/H7,237人 (劇  男 /8,66t人  271女 /81686人 (■幼 ○ 世g/5,鷺 7世帯(21)平 成11年7月31日現在
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